
○ 夜間のみの支援のため、事前打合せ、当日
の教職員との引継や保護者との連携が重要

○ 夜間緊急時だけでなく、日中も含めた連絡
体制の共有が望ましい

○ 単発的な支援であれば、看護師確保の可能
性が高まり、外部委託を活用した支援体制
の構築が期待される

○ 直接雇用と外部委託のそれぞれの効果的な活用方法について引き続き検討を重ね、福祉部局や医療機関等との連携を図りながら、
本道における持続可能な体制構築を進めていく必要がある。

○ 本検証結果を周知するなどして、全道における医療的ケア実施体制の充実を図っていく必要がある。

道立特別支援学校に在籍する医療的ケア児が、保護者の付添いがなくても学校生活全般について支援を受けることができるよう、訪問看

護事業所等への委託による支援の在り方を検証する。

令和６年度 特別支援学校における医療的ケア外部委託検証事業報告書（概要版）

事業の目的

①「在校時の支援」 ②「校外学習時の夜間支援」及び ③「通学時の支援」をテーマに設定し、主に次の項目について検証を実施
●委託看護師を加えた支援体制構築 ●教職員、保護者と委託看護師との連携 ●教育的視点を踏まえた委託看護師の参画
●緊急時の連絡体制、指示系統の共有 ●事前打合せ及び教職員との引継ぎの在り方 ●委託金額、業務内容等契約の在り方

検証内容

考察・方向性

テーマ① 在校時の支援 テーマ② 校外学習時の夜間支援 テーマ③ 通学時の支援

まとめ

直接雇用を継続しつつ、学校看護師
不在時等の外部委託活用方策を検討

北海道教育庁学校教育局特別支援教育課

本検証を踏まえ、外部委託の
効果的な活用に向けて予算化 引き続き最適な支援の在り方を検討

方向性

○ 委託看護師が日常的に在校することとなる
ため、教職員との円滑な連携が重要

○ 緊急時や発災時を想定し、地域と連携した
持続可能な支援体制構築が求められる

○ 外部委託活用場面としては、看護師の短期
間不在時の活用が想定される

● 地域によっては外部委託の形態であっても
看護師確保に課題

● 看護師の拘束時間が長時間になる

考 察

課 題

考 察

課 題

● 校外学習の実施時期が限られており、地
域によっては看護師確保に課題

考 察

○ 事前の情報共有や打合せ、試走による安全
確認が不可欠

○ 当日欠席等の迅速な連絡体制の構築が必要

課 題

● 移動を伴う支援のため、看護師の身体的負
担が大きい

● 勤務時間帯が登校時と下校時に分断される
ことから看護師確保に課題

● 本検証の方法では実施に要する費用が甚大
● 福祉部局との連携が必要

方向性 方向性


